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はじめに1 .
1−1　ラムサス工法の位置づけ
　ラムサス工法は1997年（平成9）に，泥濃式推進工
法で巨石・玉石層の施工を得意とするコンセプトのも
と確立された。大中口径の掘進機は1999年（平成11）
と工法協会設立後，比較的早い段階に製作された。

1−2　工法の概要
　その掘削メカニズムは，カッタヘッドにより巨石や
粗石を大割にし，さらに掘進機チャンバ内の二次破砕
機構（コーンクラッシャ）にて排土管を通過できる粒
径（φ100mm程度）に礫を破砕する。次に，破砕さ
れた礫はピンチバルブ（土圧制御弁）を経て，掘進機
内の排土タンクに一旦ストックする。ストックした礫
をサイズごとに分級し，真空排土と機内台車でそれぞ
れ坑外へ搬出する。本工法の利点は，その破砕メカニ
ズムにある。カッタヘッドで礫を細かく破砕しないた
め，ある程度連続した掘進と排土が可能となり，安定
した掘削が期待できる。また，チャンバ内に二次破砕
機構を備えているため，カッタヘッドへのローラカッ
タの配置が少なくて済む（図−1，2）。

土質が著しく変化した
大中口径管推進の施工事例2 .

　本稿では当社が施工した「互層地盤」の事例を紹介

する。巨石，粗石，砂礫層と砂層が混在する土質であっ
た。河川に近いことから，地下水も多く含んでいた。
施工事例について，工事概要および施工上の課題とそ
の対策，それらの評価について述べる。

2−1　工事概要
　本工事の概略図を図−3，4に，工事概要を以下に
示す。
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図−1　ラムサス工法の礫破砕イメージ

カッタヘッドによる一次破砕

図−2　コーンクラッシャによる二次破砕イメージ

コーンクラッシャによる二次破砕


